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太
陽
王
の
逆
鱗
に
鯛
れ
て
遥
放
の
厳
命
を
う
け
豊
逗
だ
の
磯
で
ア
ル
プ
を
越
え
で
岨
國
へ
逃
げ
歸
つ
た
イ
タ
リ
ア
俳
優
に
さ
っ
て
、
再

び
巴
里
人
士
の
御
機
嫌
を
ご
ｂ
む
す
ぶ
ご
い
ふ
望
み
は
ま
づ
絶
無
で
あ
っ
た
９
永
久
に
か
れ
ら
の
刺
場
を
閉
鎖
せ
よ
さ
い
ふ
の
が
紬
言
で

あ
っ
た
し
、
ル
イ
大
王
は
老
來
益
１
頑
藥
に
、
狂
信
的
に
、
禁
愁
的
に
伽
か
る
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
．
か
く
て
巴
里
モ
ー
コ
ン
セ
イ
ュ
街

の
プ
ル
今
コ
ー
ニ
ュ
宮
劇
場
は
日
に
月
に
荒
臓
の
度
を
川
へ
、
固
く
剛
さ
れ
た
そ
の
扉
は
永
速
に
附
か
れ
る
日
も
あ
る
ま
じ
く
兇
え
た
。

一
七
一
五
年
、
ぎ
し
も
全
欧
洲
を
畏
怖
せ
し
め
た
ル
イ
十
四
枇
も
途
に
七
十
七
歳
ど
い
ふ
商
齢
を
も
っ
て
、
飽
く
ま
で
王
者
の
威
厳
に

／徹
し
た
そ
の
生
涯
を
経
へ
た
。
王
の
晩
年
は
悲
惨
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
兼
、
外
交
の
不
振
に
も
ご
づ
く
失
意
、
落
脈
も
さ
る
こ
ぜ
な

が
ら
、
‐
王
太
子
、
王
太
孫
を
ひ
浄
つ
づ
き
に
喪
つ
た
人
間
的
悲
哀
は
老
王
の
毒
命
を
縮
め
た
捕
盤
で
あ
っ
た
に
迷
ひ
な
い
。
か
く
て
ル
ィ

十
四
世
の
あ
さ
を
襲
っ
て
フ
ラ
ン
ス
國
王
の
位
に
つ
い
た
ル
イ
十
五
世
は
、
蜜
に
太
陽
王
の
曾
孫
で
、
一
七
一
○
年
誕
生
の
幼
君
で
あ
つ

□

た
の
で
あ
る
。
儲
然
前
王
の
通
言
に
よ
り
オ
ル
レ
ア
ン
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
亀
匡
号
肩
〕
昔
。
亀
○
晨
目
”
）
が
搬
政
に
任
ぜ
ら
ら
れ
た
。

フ
ラ
ン
ズ
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
劇
閲
の
業
斌
一
（
四
○
七
七
）

フ
ラ
ン
〃
ス
に
お
け
る

イ
タ
リ
ア
人
劇
團
の
業
績
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・
丈
．
・
準
研
究
．
擁
三
十
四
帆
二
〔
四
○
七
八
）
・

オ
ル
レ
ア
ン
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
一
六
七
四
’
一
七
二
三
）
は
、
ル
イ
十
四
枇
の
王
弟
オ
ル
レ
ア
ン
公
フ
ィ
リ
ッ
プ
（
一
六
四
○
’
一
七

○
己
の
嫡
子
で
、
稀
れ
に
見
る
俊
鼈
で
あ
っ
た
が
、
同
時
に
ま
た
徹
底
的
の
事
樂
兒
で
あ
っ
た
．
公
の
生
涯
は
異
常
な
英
才
を
論
す
るノ

言
行
ざ
、
極
端
な
醜
聞
ど
の
交
錨
で
あ
る
９
搬
政
き
し
て
の
公
の
政
策
感
、
さ
り
も
な
ほ
さ
ず
、
内
治
、
外
交
の
釜
般
に
わ
た
っ
て
、
前

王
の
政
錐
の
反
動
を
変
現
す
る
こ
さ
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
公
は
率
先
し
て
耽
溺
生
活
の
使
純
を
示
し
た
。
さ
な
き
だ
に
ル
イ
十
四
仙
の
晩

年
の
抑
制
、
禁
愁
、
狂
信
に
倦
み
疲
れ
、
自
山
解
放
を
渦
梁
し
て
ゐ
た
フ
ラ
ン
ス
図
雌
は
何
搬
政
公
の
反
動
政
策
に
煽
動
せ
ら
れ
、
ご
り

わ
け
て
撫
政
公
の
垂
範
に
刺
恢
せ
ら
れ
、
一
漉
千
里
、
淌
迂
た
る
放
埒
時
仕
笹
現
出
し
た
の
で
あ
っ
た
．
フ
ラ
ン
ス
王
朝
の
雁
史
を
通
．

／
‐

｜
じ
、
攝
政
の
世
か
れ
た
こ
ざ
は
一
再
に
ご
ざ
ま
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
・
今
日
「
識
政
時
代
」
（
］
“
胃
、
８
８
）
皇
一
又
ぱ
山
ち
に
ル
ィ
十

五
世
の
未
成
年
期
ど
指
し
、
「
搬
政
」
．
（
一
。
闇
晒
の
貝
）
皇
一
両
へ
ぱ
直
ち
に
フ
部
リ
ッ
プ
公
を
脂
す
の
で
あ
る
９
そ
れ
ほ
ど
一
七
一
五
年
か

ら
一
七
二
三
年
に
至
る
短
い
期
問
に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
祉
相
は
、
異
常
な
、
不
健
全
な
、
享
樂
的
な
塒
徴
を
示
し
た
の
で
あ
る
９
そ

し
て
わ
れ
ら
の
イ
タ
リ
ア
刺
場
に
優
婆
華
の
花
が
晩
き
、
そ
の
附
か
ず
の
扉
が
再
び
附
か
れ
る
日
を
見
た
の
は
野
ま
つ
た
く
識
政
公
の
反

動
政
策
の
お
か
げ
で
あ
っ
た
．
、

オ
ル
レ
ア
ン
公
は
辮
政
に
就
任
旱
だ
、
ル
イ
十
四
枇
に
よ
っ
て
閉
鎖
を
厳
命
せ
ら
れ
て
ゐ
た
イ
ゥ
リ
ァ
劇
場
を
復
活
し
掴
イ
タ
リ
ア
人

俳
優
を
招
い
て
、
巴
里
の
享
樂
に
一
段
の
糀
彩
を
川
へ
る
一
」
ざ
を
忠
ひ
つ
い
た
の
で
あ
る
９
曾
て
公
自
身
の
幼
年
時
代
に
、
，
ア
ル
ル
キ
ャ
ー

ン
や
ス
カ
ラ
ム
Ｊ
シ
ュ
の
至
藝
に
笑
び
興
じ
た
想
ひ
出
も
、
こ
の
計
謹
を
推
進
す
る
の
に
大
い
に
與
つ
た
こ
ざ
で
あ
ら
う
母
識
政
公
は
徴

＼

時
イ
タ
リ
ア
で
盛
名
の
あ
っ
た
一
人
の
俳
優
、
役
名
レ
リ
オ
事
ル
イ
Ⅱ
ア
ン
ド
レ
・
リ
コ
ボ
ニ
〃
や
○
日
の
‐
少
且
忌
閤
ｏ
８
ず
ｏ
ａ
Ｑ
岸
伊
農
。
）

に
委
畷
し
て
、
‐
巴
里
の
イ
タ
リ
ア
劇
場
の
た
め
に
イ
タ
リ
ア
人
俳
優
の
一
座
を
糾
合
さ
せ
る
こ
さ
に
し
・
た
。
リ
コ
這
二
は
パ
ル
マ
公
ア
ン
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．
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０

／
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夕

、

０
１
出

毎
Ｆ

‐
夕

、

ト
ニ
オ
・
フ
ァ
ル
ネ
ー
ゼ
に
事
鴎
し
て
ゐ
た
一
座
か
ら
主
要
な
俳
優
連
を
引
き
抜
く
こ
さ
に
よ
っ
て
、
易
さ
ご
優
秀
な
一
・
座
を
組
織
す
．
る
，

ｌ

６
１

①

こ
さ
が
で
き
た
。
パ
ル
マ
公
は
オ
ル
レ
ア
ン
公
の
た
め
に
欣
然
さ
し
て
俳
優
逵
を
譲
渡
し
た
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
ら
斡
旋
し
て
一
座
の

。

◇

、

契
約
背
を
作
製
せ
し
め
た
．
そ
の
契
約
書
で
は
、
リ
コ
ポ
ニ
を
座
長
ざ
し
て
重
大
な
椛
限
を
典
へ
る
こ
こ
の
ほ
か
、
削
関
經
誉
の
方
針
が

伊

、
詳
細
に
規
定
せ
ら
れ
て
あ
っ
た
。
‐
一

■

げ

や

、

一
座
は
俳
優
男
女
合
せ
て
十
名
、
ほ
か
に
歌
手
が
男
女
各
左
一
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
顔
臓
れ
を
あ
げ
る
と

、
Ｇ

＄

し
／
・
リ
オ
（
若
男
役
）
Ｆ
ｏ
員
“
‐
シ
且
忌
国
。
８
９
己
・

が

与

〆

、

マ
リ
オ
．
（
若
男
役
）
Ｐ
ｐ
８
旨
①
山
○
煙
ｇ
亭
の
胃
冨
ロ
，
冒
畏
冒
罠
①
口
国
農
昌
・

パ
ン
夕
画
ン
（
親
爺
役
）
国
の
貝
。
匿
言
獄
警
の
農

●

〃

受電

《
ス
力
｜
パ
ン
（
下
男
役
）
］
８
口
国
閉
○
日
、

、

一

○

ド
ク
ト
ゥ
！
‐
ル
（
街
學
者
役
）
厚
目
８
肘
昌
昌
①
国
劇
】

●

β

Ｊ

ス
カ
ラ
ム
ー
シ
ュ
（
剣
客
役
）
言
い
。
ｇ
詞
鱒
唱
凰
ａ

ｌ

●
＆
■

Ｌ

■

■

・

○

Ｋ

、
ア
ル
ル
キ
ャ
ン
’
（
下
男
役
）
弓
冒
日
四
ｍ
‐
餌
昌
ｏ
冒
⑦
ぐ
目
８
貝
旨
評
島
《
弓
冒
日
關
の
日

、

－

１

夕
穐

フ
ラ
ミ
ニ
ア
（
若
女
役
）
国
甦
留
、
‐
ぐ
肩
目
の
国
農
昌

ｒ

、

凸
、

‐
ノ
シ
ル
ヴ
剤
ア
（
若
・
女
役
）
．
］
①
貰
日
。
‐
詞
○
ｍ
の
‐
ｏ
ｇ
ｏ
ｐ
ｐ
の
呼
口
○
Ｎ
目
｝

Ｉ

ヴ
ィ
オ
レ
ッ
ト
（
下
女
役
）
旨
胃
喧
』
鼠
蔚
詞
扁
８
。
－
』

Ｃ
ｆ
■

０
口

一
歌
手
宮
」
し
て
は
恩
ず
再
○
・
段
８
豊
さ
そ
の
妻
ロ
制
巳
。
シ
駕
昌
旦
胃
沸
号
①
儒
芭
で
あ
っ
た
。
‐

〆

合
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○
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一

ノ
・

〃

丈
祭
研
究
・
第
三
十
四
帆
四
〔
四
○
八
○
）

．
レ
リ
オ
は
若
い
懸
人
役
芦
」
し
て
弟
一
人
者
で
あ
っ
た
う
へ
、
劇
場
支
配
人
で
あ
り
、
か
つ
作
者
で
も
あ
っ
た
。
な
ほ
か
れ
に
は

巳
閏
の
目
硫
③
骨
号
霞
耳
③
昏
昏
。
爵
も
昌
呂
鱒
農
。
且
２
８
号
》
画
９
罰
愚
民
の
胃
旨
の
．
令
息
“
・
号
・
冨
号
の
鼻
》
ご
脳
ｌ
司
星
・
い
く
。
Ｃ

な
る
著
述
も
あ
る
。
か
れ
の
妻
女
が
若
女
役
の
‐
フ
ラ
ミ
ニ
ア
（
国
画
旦
目
ｇ
で
、
か
の
女
は
一
座
の
マ
リ
オ
の
妹
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ミ
ニ
‐

ア
は
一
座
の
花
形
の
一
人
で
、
、
美
し
く
、
末
脚
く
、
淵
雅
で
あ
．
つ
た
皇
一
ｍ
は
れ
る
９
非
幣
に
機
智
際
“
皿
ん
で
ゐ
た
が
、
熱
の
燕
い
の
が
峡

鮎
で
あ
っ
た
さ
も
言
は
れ
て
ゐ
る
９

〃
、
い
ま
一
人
の
明
星
シ
ル
ヴ
ィ
ア
（
望
ぐ
旨
）
は
、
マ
リ
オ
の
妻
女
で
あ
っ
た
９
．
マ
リ
ヴ
ォ
ー
の
立
脚
劇
の
女
主
人
公
這
し
て
仙
撒
で
あ
っ
た
。

少
、

マ
リ
ヴ
ォ
ー
さ
こ
の
女
優
直
の
挿
話
に
つ
い
て
は
後
に
巾
し
述
べ
る
機
會
が
あ
ら
う
９

し
か
し
俳
噌
し
て
爵
一
人
者
学
ｆ
誼
ン
勝
ト
マ
；
ン
で
ぁ
名
．
芝
累
幸
な
ぅ
Ｅ
輕
業
２
人
で
ｌ
コ
メ

《
ブ
”
ア
・
《
ブ
ル
．
｜
フ
ル
｜
丙
俳
噌
し
：
こ
れ
農
蕊
な
餐
鴬
あ
っ
た
ｌ
記
単
￥
ン
を
減
じ
て
息
ら
く
有
名
な
ど
ミ
ー
ー
ク

に
も
劣
ら
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
芭
言
は
伽
て
ゐ
る
が
、
一
七
四
九
年
に
巴
里
で
喪
す
る
ま
で
、
か
れ
の
人
氣
は
常
に
絶
大
で
あ
っ
た
ｏ
か
〃
ソ
ー
当

れ
の
妻
女
は
一
座
の
下
女
役
を
勤
め
て
ゐ
た
ヴ
ィ
オ
レ
ツ
ト
で
あ
っ
た
。

さ
て
リ
コ
ボ
ニ
に
率
ゐ
ら
れ
た
イ
タ
リ
ア
俳
優
た
ち
は
オ
ル
レ
、
ア
ン
公
専
脇
劇
剛
の
濡
號
を
典
へ
ら
れ
、
一
七
二
ハ
年
五
月
十
八
日
、

‐
巴
里
の
パ
レ
Ⅱ
画
ワ
イ
ヤ
ル
劇
場
で
久
方
振
り
に
巴
里
人
士
に
お
目
見
得
を
し
た
９
前
祉
紀
の
末
、
ニ
ハ
九
七
年
に
解
散
を
命
ぜ
ら
れ
た

び

時
の
顔
ぶ
れ
ざ
は
ま
っ
た
く
違
っ
て
ゐ
た
ご
は
い
へ
、
イ
タ
リ
ア
刺
圏
ざ
し
て
は
懐
か
し
い
返
り
新
参
に
違
ひ
な
か
っ
た
．
劇
場
が
プ
ル

．
・
ゴ
ー
ニ
一
宮
で
な
か
っ
た
の
は
遼
憾
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
同
劇
場
の
荒
駿
が
逃
し
く
、
修
理
に
手
間
ざ
り
、
開
場
式
に
間
に
あ
は
な
か

っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
‘
・
ダ

Ⅱ
畑
Ⅲ
４
１
９
４
Ⅱ
Ｉ
ｆ
、
０
Ⅱ
！
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
ｌ
■
１
１
１
１
０
１
１
川
１
１
１
４
１
１
１
１
１
１
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Ⅱ
０
１
１
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１

１
１
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こ
の
日
も
ま
た
撒
政
公
の
臨
場
が
あ
っ
た
．
公
の
倣
負
ぷ
り
が
う
か
が
は
れ
る
９
か
く
て
イ
タ
リ
ア
劇
剛
は
巴
眼
人
へ
の
祁
度
の
お
目

見
得
に
大
成
功
を
お
さ
め
、
即
興
喜
劇
の
前
途
は
洋
盈
た
る
も
の
に
見
え
た
の
で
あ
る
が
聯
蛮
は
こ
の
熱
狂
的
な
人
莱
に
は
、
前
枇
紀
に
‐

お
い
て
の
イ
タ
リ
ア
劇
閣
に
開
す
る
数
糞
の
追
憶
ご
、
二
十
年
の
あ
ひ
だ
隔
絶
さ
れ
て
ゐ
た
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ル
ゴ
ラ
ル
テ
に
對
す
る
好
・

奇
心
ご
が
、
大
き
く
働
い
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
９
從
っ
て
イ
タ
リ
ア
即
興
喜
劇
の
新
奇
さ
が
失
は
れ
る
ざ
同
時
に
、
槻
衆
の
興
味
は
群
し

Ｊ

１

く
池
ら
い
で
い
っ
た
．
前
枇
紀
に
お
い
て
も
一
雌
の
た
め
に
大
き
な
障
碍
ご
な
っ
た
言
葉
の
不
理
解
が
、
こ
こ
で
は
さ
ら
に
一
段
ご
重
大

／

フ
ラ
．
ン
ス
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
刺
問
の
業
紙
流
（
四
○
八
こ

１
１
１
１
‐
１
１
１
‐
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
剣
‐
１
１
１
－
川
‐
１
１
‐
ｌ
‐
‐
Ｉ
‐
！
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
‐
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
ｌ
ｌ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｉ
ｌ
１
Ｉ
ｊ
Ⅷ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
‐
Ｉ

Ｊ
ｆ
ｆ
ジ

。

‐
Ｊ
Ｌ
、

』
一

彦

●
０
』

開
場
式
の
日
の
減
物
は
『
幸
運
の
不
意
打
ち
』
（
冒
鴇
ロ
ロ
。
昏
気
呂
冒
８
０
回
目
国
。
胃
。
厨
。
普
弓
吋
胃
）
ど
題
す
る
笑
劇
で
、
コ
メ
デ
ィ

ア
・
デ
ル
・
ラ
ル
テ
の
傅
統
た
る
、
カ
ヌ
ヴ
ァ
に
よ
る
即
興
喜
劇
で
あ
っ
た
。
こ
の
開
場
式
に
は
識
政
公
が
そ
の
愛
嬢
ペ
リ
ー
公
夫
人
を

作
っ
て
臨
場
あ
り
、
観
客
は
殺
倒
し
て
席
を
奪
ひ
あ
ふ
有
様
で
、
そ
の
成
功
は
餘
す
さ
こ
ろ
も
無
か
っ
た
。
四
・
○
六
八
リ
ヴ
ル
の
收
入

が
よ
く
そ
れ
を
蜜
論
し
て
ゐ
る
９
ご
り
わ
け
人
氣
の
あ
っ
た
の
は
ア
ル
ル
キ
ャ
ン
役
の
ト
マ
ッ
サ
ン
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
二
日
後
に
波
ぜ
‐

ら
れ
た
『
宮
廷
逆
化
師
ア
ル
ル
キ
ャ
こ
（
隊
貫
昌
出
。
匡
鷆
。
国
号
』
画
９
日
）
に
お
い
て
も
、
常
意
帥
妙
の
弊
句
さ
奔
放
な
呼
振
り
ご
｜

に
よ
っ
て
、
巴
里
の
槻
衆
を
果
然
た
ら
し
め
た
。
、
た
だ
し
大
多
数
の
槻
衆
は
イ
タ
リ
ア
語
を
解
し
な
か
っ
た
の
で
、
リ
コ
ポ
ニ
は
劇
の
鯉
、
１
，
０

概
を
フ
ラ
ン
ス
語
で
印
刷
し
て
、
姉
人
客
た
ち
に
配
布
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
。
－

ｅ

〆

同
年
六
月
一
日
、
プ
ル
寺
．
Ⅲ
ニ
ュ
宮
劇
場
の
修
復
ま
っ
た
く
成
り
、
一
座
は
昔
懐
か
し
い
こ
の
劇
場
に
移
っ
て
、
十
九
年
ぶ
り
に
齢
り

新
参
の
初
舞
蕊
を
踏
ん
だ
。
・
波
物
は
『
礎
せ
狂
女
』
（
旨
３
斤
２
号
ｏ
鼠
。
）
ご
い
ふ
カ
ヌ
ヴ
ア
で
あ
っ
た
。

ノ

Ｐ

DJ

１
勺
、

I

1

■
1 ．

I



ｒ

・ＩＩＩＩＩＩ』Ｊ■」■■■

ｔ

｜
・
甲
β
、

、

Ｆ

夕

ｊ
〃

、

夕
－

６

も

、

イ、

ｆ

Ｄ
Ｇ
〆

丈
・
・
酷
研
究
錐
三
十
四
帆
、
六
（
四
○
八
二
）
‐
・

込

口
巳
、

６
１
，
▲

、

１

１も

マ

ゲ

な
隆
路
ご
な
っ
た
。
一
方
コ
メ
デ
ィ
ア
・
デ
ル
・
ラ
ル
｜
プ
そ
の
も
の
も
、
既
に
久
し
い
前
か
ら
凋
落
期
に
入
っ
て
ゐ
た
の
で
、
槻
容
の
興

り
０

グ

〃
も

、

夕

．
、
味
を
繋
ぐ
た
め
に
、
新
ら
し
い
創
作
に
よ
っ
て
様
式
を
史
新
す
る
ほ
ざ
の
生
長
力
を
内
誠
し
て
は
ゐ
な
か
っ
た
の
で
、
い
き
ほ
ひ
沈
物
は

ク
ジ

’
０
ザ
ｑ
ひ
Ｄ
Ｊ
ｒ
、
毎

千
筋
一
律
ご
な
り
、
槻
客
に
飽
き
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
た
。
，
イ

｜
開
場
後
二
年
に
し
て
早
く
も
不
況
が
明
内
さ
な
っ
た
．
そ
こ
で
イ
タ
リ
ア
俳
優
た
ち
は
雌
励
を
打
州
す
る
た
め
に
、
先
荻
の
故
智
に
倣

戸

○

『

っ
て
、
イ
タ
リ
ア
喜
劇
の
特
徴
を
多
分
に
ご
・
り
入
れ
た
フ
ラ
ン
ス
語
存
劇
を
上
場
す
る
こ
ピ
を
恩
ひ
つ
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
最

一
計
、
、
△
１
〃
ｆ
、
〃
〃

ｂ

、

ａ

．
初
の
試
み
ご
し
て
選
ば
れ
た
の
は
オ
ー
ト
ロ
ー
（
少
匡
胃
画
Ｆ
・
Ｓ
ｇ
ｌ
司
余
）
の
『
ボ
ー
‐
ル
・
夕
・
ラ
ン
グ
レ
‐
‐
の
難
船
』
ま
た
は
『
新

一
一
‐
た
に
上
陸
し
た
女
性
た
ち
』
（
胃
ｚ
”
匡
蔚
鳴
合
勺
。
胃
営
檮
》
姿
国
函
冨
切
・
匡
伊
の
“
ロ
。
目
の
唇
。
”
口
冨
Ｂ
Ｒ
ｏ
”
）
’
三
幕
河
・
散
文
審
劇
ｌ
で
あ

Ｃ

つ
た
。
一
七
一
八
年
四
月
二
十
五
日
に
、
こ
の
蒋
制
は
多
分
の
危
帆
を
含
ん
で
初
淡
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
結
果
は
豫
想
外
の
大
成
功
で

茜

、

｜
、
〃
。
あ
っ
た
。
こ
れ
に
力
を
得
た
一
座
は
フ
ラ
ン
ス
の
新
進
作
家
た
ち
の
筆
に
な
る
新
作
喜
劇
を
綾
友
琶
上
波
す
る
こ
ど
に
な
っ
た
。
マ
リ“↑

ヴ
ォ
ー
（
冒
胃
辱
画
匡
浅
）
、
サ
ン
Ⅱ
フ
ォ
ワ
（
恕
冒
？
甸
○
胃
）
、
ボ
ワ
ッ
シ
ー
Ｓ
ｇ
の
遇
）
、
ド
リ
ー
ル
（
ロ
①
伊
匡
＆
、
フ
ュ
ズ
リ
エ
弓
匡
、
農
①
Ｈ
）
、

‐
↑
パ
ナ
ー
ル
（
思
口
胃
ｅ
も
モ
ワ
ッ
シ
ー
（
言
ｇ
の
亀
）
、
ド
ラ
ン
ヴ
ィ
ル
（
ロ
①
冨
口
ぐ
屋
③
）
、
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
ル
笥
昌
胃
庁
）
、
コ
レ
（
。
○
展
）
、
ポ
ワ
ン

や

《
Ｕ
Ｕ
－

０

、

、

シ
ネ
亀
○
ざ
“
ざ
の
命
）
等
、
有
名
無
名
の
作
家
の
名
が
、
十
八
枇
紀
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
刺
團
の
供
給
者
這
し
て
學
げ
ら
れ
る
の
で
あ
る
．

ﾛ

1

こ
れ
ら
の
作
家
の
う
ち
、
塒
に
マ
リ
ヴ
ォ
ー
ご
イ
タ
リ
ア
劇
閉
ど
の
開
係
に
つ
い
て
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
匡
思
ふ
。
マ
リ
ヴ
す
－
が

十
八
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
於
け
る
一
流
里
坐
側
作
家
で
あ
る
こ
ざ
は
、
今
さ
も
言
ふ
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
．
女
性
的
需
繊
細
で
、
あ
く

〆
？
。
〃
●
、
、

／

ｒ

ｊ

Ｏ
１
．
Ⅱ
１
１
１
１
１
１
。
１
日
ロ
ロ
ロ
ロ
■
■
Ｉ
Ｊ
Ｉ
・
－
Ｉ
Ｊ
Ｉ
川
口
ｉ
ｉ
１
日
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
叩
１
，
０
ｆ
１
“
■
１
１
‐
１
１
１
１
１

信

！ﾄ

b

〆

|
ｊ
″
サ
ノ

ノ

ｑ
Ｉ
４
Ｊ
ｐ
０
Ⅱ
庵
■
咽
０
．
日
Ｉ
ｈ
Ⅲ
Ⅱ
Ⅱ
叩
キ
ハ
ー
＋
１
１
Ⅱ
１
Ⅱ

白

〆

ノ

b

ノ I

函
グ

ざ1'－，
℃
９
Ｊ

『

P

0

｣『



’〆

〆
川〆

ｒ
』

・
ず
。

可
男

戸

日
巳
■
Ⅱ
６
■
９
ｈ
１
８
匹
■
１
１
‘
・
口

〆
■

ｐ
１
．
１
０
１
１
１
１
１
‐
ｌ
ｌ
ｌ
Ｔ
』
愚

０
●

Ｊ

〃

毎
■
、

。
ク

グ

ロ
リ
、
Ｊ
ｒ

ノ

ク

９

吟

』
勺

■
○
ク

、
、
●

毎
、
１
１

ク

〃
ま
で
心
理
解
剖
に
徹
し
た
か
れ
の
作
風
は
、
必
ず
し
も
猟
人
む
き
ざ
い
ふ
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
少
フ
ラ
ン
ス
喜
劇
史
上
に
お
け
る
か
れ
、

つ

〃

少

の
作
舳
の
猫
自
性
は
、
何
さ
い
っ
て
も
相
憎
高
く
評
慨
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
マ
リ
ヴ
す
－
の
喜
劇
作
家
ざ
し
て
の
才
能
は
専

ら
イ
タ
リ
ア
劇
関
に
よ
っ
て
作
り
上
げ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
．
、

ｊ

、
．
、

マ
リ
ヴ
ナ
ー
は
一
七
二
○
年
に
、
そ
の
虚
女
作
悲
劇
『
ハ
ン
ー
ス
ル
』
Ｓ
ｐ
ｐ
号
ら
を
コ
メ
デ
ィ
ー
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
に
上
減
さ
せ
、

／

〆

一
“

ザ

●
一
、

１

．
．
ほ
さ
ん
ざ
そ
れ
声
）
同
時
に
、
そ
の
庭
女
作
喜
劇
『
芯
に
磨
か
れ
た
ア
ル
ル
キ
ャ
ン
』
Ｓ
堅
８
昌
口
も
昌
冨
周
展
目
。
日
）
を
イ
タ
リ
ア
淵

グ

日
刊
ｅ

』

げ
り

場
に
上
波
さ
せ
た
．
前
者
が
失
敗
に
蹄
し
た
の
に
反
し
、
後
者
は
大
成
功
を
お
さ
め
た
．
こ
の
こ
さ
が
マ
リ
ヴ
ず
－
の
劇
作
家
さ
し
て
の

〃

己

６

生
派
を
決
定
し
た
の
・
で
あ
っ
た
。
か
れ
は
そ
の
の
ち
決
し
て
悲
劇
に
筆
を
ど
ら
ず
、
専
ら
喜
劇
ば
か
り
を
書
い
た
９
そ
し
て
イ
タ
リ
ア
劇

宇

少

、

剛
の
有
力
な
供
給
者
ど
な
っ
た
の
で
あ
る
９
虚
女
作
以
来
七
筋
の
喜
劇
が
ひ
き
つ
づ
い
て
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
上
淡
さ
れ
た
９
．
そ
の
後
は
た

グ

ー
、

ま
に
コ
メ
デ
ィ
ー
Ⅱ
フ
ラ
｜
ン
セ
ー
ズ
に
上
淡
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
や
は
り
大
多
数
は
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
典
へ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
締

ｆ

込

局
マ
リ
ヴ
ォ
ー
の
戯
曲
で
脚
光
を
兄
た
も
の
三
十
篇
囚
う
ち
、
十
九
筋
が
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
典
へ
ら
れ
、
コ
メ
デ
ィ
ー
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ

■

姑

〃

、
。
Ｅ

，
に
典
へ
ら
れ
た
も
の
は
十
一
筋
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
も
か
れ
の
作
冊
の
う
ち
傑
作
ざ
し
て
定
評
の
あ
る
も
の
は
悉
く
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
初

一
波
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
（
そ
れ
ら
の
大
部
分
は
の
ち
に
コ
メ
デ
ィ
ー
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
上
波
目
録
に
採
州
さ
れ
て
ゐ
る
・
）

、

も

コ
メ
デ
ィ
ー
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
は
古
典
主
義
淡
削
の
仰
統
を
非
常
に
尊
亜
し
、
新
風
を
ぜ
り
入
れ
る
こ
さ
を
極
度
に
弊
戒
す
る
劇
場
で

〃

●

あ
っ
た
し
、
そ
の
俳
優
た
ち
は
常
然
の
こ
さ
ど
は
い
へ
、
自
負
心
滿
六
で
作
家
た
ち
を
兄
く
だ
し
、
新
進
作
家
辿
の
注
文
噂
と
は
全
く
歯

、

Ｄ
ｄ
Ｆ

１
ゲ画

も
夕

牙
に
か
け
ず
、
自
分
た
ち
の
忠
ふ
ま
ま
の
解
稗
に
よ
っ
て
菰
出
す
る
の
が
粥
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
、
イ
タ
リ
ア
劇
場
は
、
フ
ラ
ン
ス
、

Ｊ

作
家
の
新
作
品
に
よ
っ
て
新
境
地
を
州
か
う
ご
す
る
立
場
に
あ
っ
た
の
で
、
作
家
た
ち
に
對
し
て
雀
だ
謙
抑
で
あ
っ
た
し
、
守
る
べ
き
仲

／

も

、

１
１
０
Ｆ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
削
閲
の
業
紙
一
・
七
〔
四
○
八
一
己
，

■
■

Ｄ

ｆ

Ｆ

、

竿
も

１

ニ
ー

ｑ

、

１

、
皇
１

、 、

〆

、

〃



－
１
．
，
１
，
ハ
、
｜

文
祭
研
、
究
‐
擁
三
十
凹
艸
．
八
（
四
○
八
四
）

．
統
こ
い
ふ
く
き
も
の
を
ほ
さ
ん
ざ
も
つ
て
ゐ
な
か
っ
た
．
ま
た
そ
の
蕊
風
に
お
い
て
も
、
も
ご
も
ご
身
振
り
表
情
を
主
直
す
る
こ
恒
を
特

長
ざ
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
が
、
不
得
手
な
フ
ラ
ン
ス
語
の
科
白
を
袖
ふ
た
め
に
、
俳
優
た
ち
の
表
附
は
繊
細
微
妙
を
極
め
た
。
こ
の
や
う

げ
●

な
藝
風
は
マ
リ
ヴ
ォ
ー
の
戯
曲
の
や
う
に
線
の
ほ
そ
い
、
迂
除
曲
節
の
多
い
戯
曲
を
波
出
す
る
の
に
銚
へ
む
き
で
あ
っ
た
。

一
座
の
明
星
シ
ル
ヴ
ィ
ア
ご
マ
リ
ヴ
ォ
ー
ピ
の
親
交
も
勺
マ
リ
ヴ
ォ
ー
を
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
ひ
き
つ
け
た
有
力
な
脈
因
の
一
つ
で
あ
つ

一
可
⑭
、
《
’
１
イ

’
，
、
《
た
に
述
ひ
な
い
。
マ
リ
ヴ
ォ
ー
は
シ
ル
ヴ
ィ
ー
ノ
に
お
い
て
、
自
作
の
女
主
人
公
を
波
ず
る
に
岐
も
迩
儲
な
女
優
を
發
兄
し
た
の
で
あ
り
、

，
‐
シ
ル
ヴ
ィ
ア
の
は
う
で
も
、
自
分
の
蕊
礎
を
十
二
分
に
發
蠅
す
る
に
岐
も
唯
は
し
い
戯
曲
の
提
供
者
を
マ
リ
ヴ
ォ
ー
に
お
い
て
兄
い
だ
し
・
ゞ
‐
’
一

、
た
の
で
あ
っ
た
。
二
人
は
お
互
ひ
に
無
限
の
感
謝
を
相
手
に
捧
げ
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
。
シ
ル
ヴ
剤
ア
ピ
親
し
く
な
つ
だ
の
ち
の
マ
リ

ダ

ヴ
ォ
ー
は
、
必
ず
か
の
女
を
女
主
人
公
Ｅ
想
定
し
て
戯
曲
を
沓
い
た
し
、
亜
要
な
場
量
に
つ
い
て
は
か
の
女
さ
合
議
の
上
で
書
い
た
さ
さ

”
．
、
へ
い
は
れ
て
ゐ
る
。
（
マ
リ
ヴ
ォ
‐
，
ご
・
シ
ル
ヴ
ィ
ア
ピ
の
關
係
に
つ
い
て
は
、
の
匡
畠
ぐ
⑦
伊
胃
Ｈ
ｏ
ｐ
日
具
の
旨
畠
ぐ
呂
閥
．
忠
昌
の
鼻
、
畷
‘
・
‐
｜
｜

「
。
‐

《
呂
胃
２
に
詳
し
い
。
）
．

雪
日
』

、
マ
リ
ヴ
ォ
ー
が
コ
メ
デ
ィ
ー
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
た
め
に
書
き
お
ろ
し
た
作
傲
を
み
る
ざ
、
必
ず
な
に
か
し
ら
わ
ざ
さ
ら
し
い
も
の
℃

ま
た
は
窮
屈
な
も
の
を
感
ず
る
、
一
言
に
い
へ
ぱ
不
断
着
を
ぬ
い
で
よ
そ
い
き
の
恭
物
を
着
て
ゐ
る
や
う
に
感
ず
る
の
で
あ
る
。
モ
リ
ェ

｜
｜
‐
岫
‐
－
ル
流
の
線
の
ふ
さ
い
、
簡
明
率
直
な
詳
削
を
傳
統
さ
す
る
國
立
劇
場
の
家
風
に
迩
應
し
よ
う
ど
の
努
力
が
、
‐
マ
リ
ヴ
ォ
ー
凋
特
の
才
能
」
〃

‐
を
封
じ
て
し
ま
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
劇
場
ご
い
ふ
も
の
が
も
し
存
在
し
な
か
っ
た
さ
し
た
ら
、
マ
リ
ヴ
オ
ー
の
あ
の
無
類
の

一
・
．
心
理
喜
劇
は
生
れ
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。

グ

ー
ｑ
夕

．
●
‐
’
●
‐
’
’
’
’
１
１
．
０
Ｉ
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ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
●
‐
●
０
１
１
‐
Ｉ
‐
‐
１
１
‐
‐
Ｉ
ｉ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
‐
ｌ
１
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
１
．
‐
‐
１
，
‐
１
１
．
１
．
１
０
１
‐
１
１
１
１
，
１
‐
‐
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ
‐
ｌ
－
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
０
Ｉ
ｌ
ｌ
、
ｌ
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
‐
・
Ｉ
‘
ｌ
●
ｌ
ｌ
１

１
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イ
タ
リ
ア
劇
場
は
か
や
う
に
フ
ラ
ン
ス
琴
翌
両
劇
を
上
波
す
る
こ
さ
に
よ
っ
て
存
練
の
兇
ご
ほ
し
が
つ
い
た
の
で
あ
っ
た
。
一
七
一
九
年

に
一
座
の
俳
優
た
ち
は
正
式
の
契
約
杏
に
調
印
し
，
利
溢
配
幟
、
退
職
金
、
そ
の
他
經
醤
上
の
諾
問
題
に
つ
い
て
協
定
し
た
。
そ
の
内
容
‐
樫
ｆ
一

は
概
ね
コ
メ
《
プ
ィ
ー
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
－
ズ
の
規
約
に
則
っ
た
も
の
で
あ
る
。
か
く
て
國
立
劇
場
は
ま
た
し
て
も
弧
力
な
競
争
劇
場
の
出
現
を
‐

見
る
こ
き
に
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
擶
政
公
専
脇
劇
州
の
総
統
を
も
つ
イ
タ
リ
ア
劇
則
に
鋤
し
て
は
、
何
さ
も
手
の
施
し
や
う
が
無
か
っ

た
の
で
あ
っ
た
。

一
七
二
三
年
オ
ル
レ
ア
ン
公
逝
去
、
さ
し
も
の
搬
政
時
代
も
こ
こ
に
終
り
や
ル
イ
十
五
世
の
親
政
が
始
ま
っ
た
。
イ
タ
リ
ア
劇
團
は
改
、
｜

、

め
て
「
國
王
專
脇
イ
タ
リ
ア
劇
削
」
○
○
日
農
の
。
”
Ｃ
ａ
一
国
島
の
、
合
詞
。
】
号
』
四
国
。
愚
の
冒
爵
目
”
の
稚
號
を
許
さ
れ
、
一
醐
五
千
リ

ヴ
ル
の
年
金
を
下
賜
さ
れ
る
こ
ど
ご
な
り
、
定
期
的
に
宮
廷
内
の
劇
場
に
出
演
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
‐
，
一
一

俳優についていへば、その上淡目鋒にフランス垂翌円劇が加へられた以上、フランス人俳優の加入も必要ごなつ‐た。ｉ－早くも一七一九年に詞″女優マリーⅡテレー‐ズ・ド・ラランド（昌昌の‐弓霞尉の号冒一画目の）が、最初のフランス人ご、ゞ
；

、

し
て
一
座
に
加
へ
ら
れ
た
。
そ
の
後
も
多
数
の
男
女
俳
優
が
加
入
し
た
が
、
就
中
岐
も
蒋
名
な
の
は
女
優
シ
ャ
ン
チ
イ
ー
嬢
事
、
マ
リ
ー

リ
ー

‐
Ⅱ
ジ
ュ
ス
チ
ー
ヌ
・
プ
ノ
ワ
ト
・
デ
ュ
・
画
ン
ス
レ
ー
（
昌
鼠
の
Ｉ
冒
牌
旨
の
博
口
昌
蔚
合
詞
Ｏ
ｐ
ｏ
胃
畠
）
ざ
、
男
優
ジ
ョ
ゼ
フ
。
、
カ
イ
ョ

、

。
。
の
①
９
９
富
。
計
）
さ
の
二
人
で
あ
っ
た
。
シ
ャ
ン
チ
イ
ー
嬢
は
オ
・
へ
ラ
・
コ
ミ
ッ
ク
の
創
始
渚
ざ
し
て
有
名
な
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
ル
８
言
：
い
‐

段
目
ｇ
恩
ぐ
ぃ
再
）
の
夫
人
で
あ
る
が
、
そ
の
至
藝
ご
、
そ
の
機
智
Ｅ
、
そ
し
て
波
測
亜
拠
の
愛
慾
生
活
Ｅ
に
よ
っ
て
非
常
に
有
名
で
あ
る
。

ざ

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
削
肌
の
業
紙
九
（
四
○
八
五
）

甲

■

ヨ

ー

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

グ

イ
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－

ヘ

言
、

←■
｣－ 兇、

凸

、

ノ

フ
ラ
ン
ス
人
俳
優
ご
並
ん
で
イ
タ
リ
ア
人
の
側
で
も
、
俳
優
の
新
陳
代
謝
は
行
は
れ
た
。
し
か
し
こ
こ
で
は
枇
襲
に
よ
る
交
柊
が
多
か

っ
た
の
で
、
新
ら
し
い
名
前
は
比
較
的
す
ぐ
な
い
の
で
あ
る
。
例
へ
ぱ
一
七
一
七
年
に
は
、
有
名
な
ド
ミ
ニ
ッ
ク
・
ビ
ア
ン
コ
レ
ル
リ
の

子
息
が
、
イ
タ
リ
ア
か
ら
迎
へ
ら
れ
て
初
舞
蕊
を
踏
ん
だ
。
一
七
二
六
年
に
は
リ
コ
ボ
ニ
の
子
息
が
、
ま
た
一
七
三
二
年
に
は
、
ト
マ
ヅ

サ
ン
の
子
息
が
一
座
に
加
へ
ら
れ
た
。
し
か
し
イ
タ
リ
ア
人
側
の
新
人
で
肢
も
有
名
な
の
は
藝
名
カ
ル
ラ
ン
事
、
シ
ャ
ル
ル
Ⅱ
ア
ン
ト
ワ

ヌ
・
ベ
ル
チ
ナ
ッ
ッ
ィ
６
冨
号
“
‐
シ
貝
。
旨
③
塚
昌
目
§
島
９
周
冒
）
で
あ
っ
た
．
か
れ
は
一
七
四
一
年
、
‐
そ
の
常
時
イ
タ
リ
ア
に
お

け
る
鋪
一
流
の
名
優
Ｅ
し
て
巴
里
に
迎
へ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
人
糞
の
期
待
を
蕊
切
る
こ
ど
な
く
、
巴
里
の
槻
衆
の
絶
読
を
博
し

一
一

だ
。
か
れ
は
一
七
八
三
年
に
暖
す
る
ま
で
イ
タ
リ
ア
劇
場
で
ア
ノ
ル
ル
キ
ャ
ン
を
勤
め
綾
け
た
が
ｂ
優
に
先
輩
ド
ミ
ニ
・
ツ
ク
、
及
び
ト
マ
ッ

ノ

サ
ン
を
忘
れ
し
め
る
ほ
ど
の
名
技
で
あ
っ
た
。
↑

－
１

■
一
』

九

㎡
〆

／

Ｐ
少

い

・
・

た
。

文
畢
研
究
館
三
十
四
戦
一
○
．
（
四
○
八
六
）

一
七
五
二
年
、
、
か
の
女
は
一
座
に
加
は
っ
て
フ
ラ
ミ
ニ
ア
の
役
ど
こ
ろ
を
襲
ふ
こ
ど
に
な
っ
た
が
、
以
来
一
七
七
一
年
に
い
た
，
る
ま
で
、

繊
人
役
、
女
中
役
、
百
姓
娘
役
な
ざ
を
つ
ど
め
て
、
熱
心
な
、
良
心
的
な
、
達
者
な
藝
風
を
示
し
た
の
で
あ
っ
た
。

カ
イ
ョ
は
は
じ
め
提
琴
弾
き
で
あ
り
、
次
い
で
地
方
の
劇
削
の
俳
優
と
な
り
、
一
七
六
○
年
に
イ
ダ
リ
ア
劇
閉
に
加
へ
ら
れ
て
も
は
じ

／

め
て
巴
里
の
郷
蕊
を
踏
ん
だ
の
で
あ
っ
た
が
、
淡
技
に
秀
で
て
ゐ
た
ば
か
り
で
な
く
、
詫
樂
に
長
じ
、
し
か
も
そ
の
朧
は
雀
だ
魅
力
あ
る

も
の
で
あ
っ
た
の
で
、
忽
ち
巴
里
劇
埋
の
寵
兒
ど
な
っ
た
。
か
れ
は
ま
た
立
派
な
祇
交
人
で
も
あ
っ
て
、
上
流
肚
交
界
の
人
鍼
者
で
あ
つ

1
ｊ
Ｊ
０
Ａ
肌

冷川ｒ

１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ

Ｊ
■
■
■
卓

Ｉ

ｌ

、

』

１

〃

一

Ｊ

’

１
／

､
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1ノ、

1

ノ
一

'

ブ／、ダ
ダ ハ

一

ノ

ー
も
、
’

、

一
七
一
二
年
、
一
七
一
三
年
、
一
七
一
三
年
の
三
年
に
わ
た
り
、
イ
タ
リ
ア
劇
團
は
翼
の
あ
ひ
だ
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
宮
劇
場
を
閉
し
て
、

｜
‐
ゞ
サ
ン
Ⅱ
ロ
ー
ラ
ン
市
場
に
一
出
張
興
行
を
行
っ
た
。
サ
ン
Ⅱ
ロ
ー
ラ
ン
市
場
は
今
日
の
巳
里
の
束
停
車
場
得
頤
員
の
号
胃
伽
時
）
の
地
軸
に

《
毎
年
八
月
九
月
の
雨
月
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
て
ゐ
た
大
市
場
で
あ
る
が
、
そ
の
市
場
の
中
に
は
民
衆
を
相
手
ご
す
る
舞
蹄
や
曲
藝
等
大
道

藝
人
の
掛
小
屋
が
あ
っ
て
、
こ
れ
が
な
か
か
な
か
の
呼
物
で
あ
っ
た
．
イ
タ
リ
ア
劇
幽
は
夏
の
一
両
月
、
ほ
ど
ん
ど
槻
客
が
サ
ン
Ⅱ
ロ
１

､

■
Ｉ
■
１
１
ｌ
ｂ
■
！
ｉ
１
１
ラ
ン
市
場
の
縁
日
劇
場
に
吸
ひ
寄
せ
ら
れ
て
ゐ
る
蛮
狄
を
兄
て
、
み
づ
か
ら
陣
螢
を
敵
の
本
擴
に
進
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
こ
で

鐸

〆

“
■

■
、

フ
ラ
ン
ス
喜
劇
や
イ
タ
リ
ア
喜
劇
李
笹
上
波
し
、
蚤
た
或
る
時
期
ぷ
は
劇
場
を
舞
踏
場
に
改
装
し
て
舞
踏
會
を
附
い
た
こ
さ
も
あ
っ
た
。
し

、

、

ｊ

か
し
こ
の
州
張
興
行
の
企
て
は
絲
励
所
期
の
目
的
を
逵
す
る
こ
Ｅ
が
で
き
な
か
っ
た
。
一
一
七
二
四
年
Ｅ
サ
ン
Ⅱ
ロ
ー
ラ
ン
市
場
の
臨
時

イ
タ
リ
ア
劇
場
は
艤
止
せ
ら
れ
た
。
、

＄

こ
の
事
件
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
や
う
に
、
イ
タ
リ
ア
劇
場
の
競
零
相
手
は
ひ
ざ
り
コ
メ
デ
ィ
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
だ
け
で
は
な
く
、
臨

″

時
市
場
の
縁
日
劇
場
（
岸
①
の
昏
競
胃
の
い
き
風
目
の
）
こ
そ
、
最
も
恐
る
べ
き
敵
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
イ
タ
リ
ア
劇
場
は
上
淡
種
目
に
多
様
性

を
輿
へ
る
こ
ざ
に
腐
心
し
た
。
大
江
デ
イ
の
上
淡
は
十
七
仙
紀
に
お
い
て
も
、
イ
タ
リ
ア
劇
閨
の
得
迩
ご
す
る
ご
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
（
第

１

／

も

一

二
千
二
聯
、
拙
稲
、
第
七
○
頁
参
照
）
十
八
世
紀
の
師
り
新
参
以
後
は
こ
の
伽
向
は
ま
ぜ
敦
す
盛
ん
で
、
一
流
作
家
の
評
判
作
を
戯
謹

化
す
る
所
訓
「
書
き
換
へ
喜
劇
」
に
よ
っ
て
、
滑
糯
ど
機
智
ど
の
效
果
を
さ
か
ん
に
ね
も
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
同
劇
場
で
上
波
し
た
パ

〃

ロ
デ
ィ
の
み
を
集
鋒
し
た
書
物
が
四
巻
ま
で
發
刊
さ
れ
て
ゐ
る
の
も
み
て
も
そ
の
流
行
ぶ
り
が
う
か
が
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
Ｐ
①
ぃ
憩
尉
＆
冨

守

邑
匡
ｚ
○
口
ぐ
①
呂
弓
霞
弾
Ｈ
⑦
岸
農
①
口
○
匡
魂
①
。
ｐ
昌
烏
い
冒
刷
○
段
①
印
制
胃
傍
の
口
威
⑦
帥
の
胃
庁
呂
勘
胃
の
烏
廿
曽
患
庁
座
骨
国
Ｑ
Ｐ
昌
○
唱
の
笥
顧
爵
》

ｐ

込

国
時
冒
協
○
己
や
一
司
四
騨
今
，
ぐ
巳
・
）
、

Ｏ

、
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
刺
剛
の
業
紙
二
（
四
○
八
七
）

Ｊタ

グ

９

＃

ｈ

〃

β

■

、

夕

宅

ｆ

ｌ

、

ｌ

Ｌ

や

、

ｒ

Ⅱ

旧

い

ｌ

刊

P

、

ヨ
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１
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Ｉ
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肌
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０
１
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ｌ
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１
‐

f
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、

、

､

I 叩

女
雛
研
究
箙
三
十
四
戦
一
二
（
四
○
八
八
）
‐

一
七
四
八
年
に
、
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
は
自
作
の
悲
劇
『
セ
ミ
ラ
ミ
ス
』
の
。
ハ
ロ
デ
ィ
が
、
イ
タ
リ
ア
劇
場
で
稽
古
さ
れ
て
ゐ
る
こ
さ
を
知

っ
て
、
そ
の
上
淡
を
禁
止
せ
ら
れ
る
や
う
皇
后
に
諦
願
の
手
紙
を
呈
上
し
て
ゐ
る
。
ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
ほ
ど
の
盛
名
ど
自
信
と
を
以
て
し
て

も
、
パ
ロ
デ
ィ
に
よ
っ
て
自
作
が
笑
ひ
も
の
に
さ
れ
る
こ
ご
は
手
痛
か
っ
た
の
で
あ
る
。

歌
謡
ざ
舞
伽
さ
が
イ
タ
リ
ア
刺
閲
の
有
力
な
特
技
で
あ
っ
た
こ
ど
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い
で
あ
ら
う
。
縁
日
劇
場
ど
の
競
稲
が
深
刻
琶

砧
０

な
る
に
つ
れ
、
こ
の
部
面
の
發
展
が
著
し
く
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
語
害
劇
の
中
に
も
歌
詞
が
挿
入
せ
ち
れ
、
併
時
の
名
稲
に
よ
る
「
ヴ
ォ

』
－
ド
ヴ
ィ
ル
禅
劇
」
８
日
食
苛
浄
箇
且
の
ぐ
筐
の
“
が
多
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
六
○
年
、
．
一
座
は
プ
ル
ゴ
ー
言
宮
劇
場
を
離
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
同
劇
場
の
朽
應
が
荘
し
か
っ
た
の
で
、
修
理
の
た

め
に
劇
場
を
あ
け
る
必
要
に
迫
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
一
座
は
そ
の
間
約
一
年
の
あ
ひ
だ
、
タ
ン
プ
ル
大
通
り
ａ
ｏ
巳
の
ぐ
ぃ
ａ
号
弓
の
目
亘
。
）

に
あ
っ
た
、
興
行
師
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
フ
ー
レ
（
揖
昌
○
旨
①
３
日
ｅ
の
小
屋
に
移
っ
た
。

一
七
六
○
年
五
月
十
日
の
開
場
日
の
減
物
は
、

、
『
常
世
は
や
鵬
ソ
の
技
能
』
Ｆ
”
弓
巳
ｇ
冨
浄
旨
目
。
号
（
ポ
ワ
粉
シ
ー
作
）
・

『
プ
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
脊
』
唇
曽
嚴
の
・
骨
吻
冒
昌
ｏ
ぐ
“
ａ
の
（
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
ル
作
）

の
二
筋
で
あ
っ
た
。
興
行
成
絞
は
上
乘
で
あ
っ
た
。
場
所
の
塗
っ
た
声
」
さ
が
好
い
結
果
を
も
た
ら
し
た
に
逹
ひ
な
か
っ
た
。
ま
た
名
優
力

イ
ョ
の
初
登
場
が
人
氣
を
呼
ん
だ
こ
さ
も
事
賓
で
あ
っ
た
。

、
責
を
い
へ
ぱ
イ
タ
リ
ア
劇
場
は
近
年
雀
だ
不
振
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
移
韓
興
行
が
一
つ
の
契
磯
さ
な
っ
て
．
‐
頽
勢
を
挽
回
し
た
の
は
幸

運
で
あ
っ
た
。
⑪
一
毛
六
一
年
十
月
修
理
成
っ
た
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
宮
に
も
ぎ
っ
た
後
も
、
カ
イ
ョ
の
評
判
は
ま
す
ま
す
よ
ろ
し
く
、
・
ま
た
ラ
・

、

I

|'

１

１
I

１
Ｇ

ｆ

ロ
ニ

ー
‐
，
１
１
‐
１
１
１
１
‐
１
１
‐
１
１
紗
ｌ
‐
１
１
に

Ｉ

f

申

Ｌ

ｆ

I
』L

I



r梨
凹

タ

ノ 唖

’Ｉ
「

○
４

卓
巾

グ

グ
・
け

グ

ー

ｒ

〃

－
９
趾

『

rノ

（

1

ｌ

Ｉ

ｌ

ノ
F

F 4

I4

』

0

、

〃
ｆ
搾
瓜
γ
脚
‘
‐
《
。
，

■

夕

＃

〃
－
，

Ｉ

学

ク
、

Ｐ

４

、

Ｇ
４
ｂ
ｐ
ｈ
１

Ｉ

ノ

■
Ｐ

凸
ｂ

ラ

ゲ

ル
ュ
エ
ッ
ト
夫
人
（
旨
目
の
ぽ
詞
匡
の
算
。
）
、
‐
コ
レ
ー
嬢
ｅ
畠
の
９
斤
齢
）
な
ぎ
の
人
氣
女
優
の
加
入
ご
、

〃

『
サ
ル
タ
ン
の
三
人
の
寵
妃
』
ぽ
ぃ
行
目
切
目
冨
口
２
（
フ
ァ
ヴ
ァ
『
‐
ル
作
）
《

Ｑ

『
サ
ン
シ
ロ
Ⅱ
パ
ン
サ
』
留
画
ｇ
ｏ
０
思
口
窟
（
ポ
ワ
ン
シ
ネ
作
）
／

『
ア
ネ
ッ
ト
声
」
ル
ュ
パ
ン
』
缶
目
①
胃
①
計
悼
号
旨
（
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
ル
作
）
、

．
等
の
新
作
品
の
成
功
ざ
に
よ
っ
て
、
依
然
景
氣
は
良
好
で
あ
っ
た
。

〃

℃

△

０

、

″

’
一
○
〃
、

．
一
七
六
二
年
⑮
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
亡
つ
．
て
一
つ
の
大
事
件
が
起
っ
た
。
そ
れ
は
オ
・
へ
ラ
Ⅱ
、
コ
ミ
ッ
ク
劇
場
の
併
合
ご
い
ふ
事
件
で
あ
っ

た
。
オ
。
へ
ラ
Ⅲ
コ
ミ
ッ
ク
（
○
も
骨
画
ｌ
ｏ
ｏ
凰
呂
⑦
）
声
｝
い
ふ
の
は
、
微
時
サ
ン
Ⅱ
ジ
ェ
ル
マ
ン
市
場
（
］
画
玲
○
号
の
、
凰
貝
１
⑦
①
目
９
首
）
ざ
サ

ン
Ⅱ
ロ
郡
‐
ラ
ン
市
場
（
］
画
由
。
胃
の
四
目
‐
層
貝
の
貝
）
・
寮
」
に
劇
場
を
樅
へ
、
、
普
樂
喜
劇
を
専
喪
芦
』
し
て
巴
里
人
の
人
氣
を
蒐
衲
ぞ
ゐ
た
劇
團

で
あ
っ
た
．
こ
の
耐
市
場
の
由
緒
は
雀
だ
古
く
ｌ
前
者
は
十
二
世
紀
に
測
る
ｉ
そ
こ
で
興
行
さ
れ
て
ゐ
た
露
天
劇
場
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
於

〃
Ｏ

け
る
雑
劇
（
庁
計
冨
胃
ｏ
合
輌
①
日
。
）
の
描
瞭
ざ
し
て
、
非
稲
に
亜
要
な
役
目
を
椎
ふ
も
の
で
あ
る
。
す
で
に
十
七
枇
紀
の
末
に
、
コ
メ

ー
プ
ィ
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
は
、
サ
ン
Ⅱ
ジ
ェ
ル
マ
ン
市
場
の
一
劇
場
を
、
特
椛
使
犯
の
理
由
で
破
壊
さ
せ
た
こ
ざ
さ
へ
め
つ
だ
（
ニ
ハ
九
○
年
）
９

一
六
九
七
年
に
イ
タ
リ
ア
劇
場
が
放
逐
さ
れ
た
の
ち
は
、
こ
れ
ら
の
縁
日
劇
場
は
イ
タ
リ
ア
劇
場
の
概
客
を
吸
收
し
て
、
急
激
に
隆
盛
ご

な
り
、
か
れ
ら
も
ま
た
イ
タ
リ
ア
劇
場
の
後
継
者
を
も
っ
て
み
づ
か
ら
任
じ
て
ゐ
た
９
歌
庖
舞
伽
の
混
っ
た
喜
劇
、
こ
れ
が
縁
日
劇
場
の

呼
物
で
あ
っ
た
。
コ
メ
ー
プ
ィ
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
座
辿
は
十
八
世
紀
に
入
っ
て
ま
す
ま
す
そ
の
度
を
加
へ
た
。
の
み
な
ら
ず
、
国
立
オ

、

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
タ
リ
・
ア
人
刺
剛
の
業
紙
ザ
一
三
（
四
○
八
九
）

，
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ト
ー
１
１
Ⅱ
‘
Ｍ
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
日
日
”
日
■
１
４
１
１
‐
Ｉ
‐
１
１
１
・
’
１
１
■
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
川
●
ｌ
Ｉ
Ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅲ
１
１
ト
ー
し
ｒ
０
ｊ
ト
ー
Ｉ
Ｉ
Ｊ
‐
１
’
０
０
０
１
Ⅱ
Ｈ
Ｉ
ｄ
Ｒ
■
■
■
■
■
日
・
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
ト
ー
１
１
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
』
１
●

。

、

↑
、

グ
４
６
１
プ

、

､
、

l

▼

’h

1

Ｌ



－ノ
1

F』

←
召

ウ

1 、

Ｌ

Ｉ
Ｈ
■
１
１
Ｊ
Ⅱ
－
■
Ⅱ
！
Ⅱ

I

）、
＃ ヤ

ﾉ

‐
１
１
‐
‐
１
１
１
１
‐
刑
１
１
１
“
ｊ

、

／

丈
．
染
研
究
＆
節
三
十
凹
斡
、
一
↓
四
（
四
○
九
○
）

〃

１
．
へ
ラ
劇
場
か
ら
も
特
樅
を
柵
に
ざ
っ
て
の
抗
議
が
提
出
さ
れ
た
。
し
か
し
民
衆
の
根
弧
い
哨
好
を
後
柵
こ
す
る
縁
日
興
行
師
た
ち
は
、
あ

ク

た
か
も
不
死
塒
の
ご
さ
く
に
、
い
く
た
び
禁
止
さ
れ
、
腰
絶
さ
れ
て
も
、
手
を
か
へ
品
を
か
へ
て
刊
生
す
る
の
で
あ
っ
た
９

こ
れ
ら
の
縁
日
劇
場
の
な
か
に
、
、
オ
。
へ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
亡
自
稲
す
る
も
の
が
一
七
一
七
年
顔
か
ら
存
在
し
た
。
戒
に
述
べ
た
や
う
な
二
，
“
，
．
－

．
犬
國
立
劇
場
の
座
辿
の
た
ぬ
に
、
た
び
た
び
朧
絶
の
厄
に
辿
ひ
な
が
ら
も
、
代
交
の
興
行
師
の
才
蝿
ご
努
力
こ
に
よ
つ
電
よ
く
オ
。
ヘ
ラ
Ⅱ

コ
ミ
ッ
ク
の
座
名
を
持
練
し
て
き
た
の
で
あ
っ
た
、
一
七
五
二
年
興
行
師
モ
ネ
（
旨
。
回
国
２
）
は
、
サ
ン
Ⅱ
ロ
ー
ラ
ン
市
場
に
立
派
な
劇
”

場
を
建
て
、
一
七
四
五
年
以
來
腰
絶
し
て
ゐ
た
オ
。
ヘ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
を
再
興
し
た
が
、
果
然
人
鍼
沸
騰
し
、
ゞ
全
盛
を
練
け
、
モ
ネ
は
六
年

間
に
六
千
リ
ヴ
ル
の
年
金
を
貯
へ
て
一
七
五
七
年
に
引
退
し
た
ｏ
そ
の
あ
ど
を
ひ
き
つ
い
だ
コ
ル
ビ
（
ｏ
ｏ
Ｈ
ｇ
）
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
ル
等
の
經
誉

！
‐
者
た
ち
は
、
一
七
五
八
年
一
月
、
オ
。
ヘ
ラ
劇
場
琶
接
価
し
て
、
喜
劇
の
中
で
歌
謡
（
畠
の
胃
）
を
自
由
に
唱
ふ
椛
利
を
賀
得
し
た
。
か
く

‘
し
て
オ
ペ
ラ
刑
コ
ミ
ッ
ク
の
隆
盛
は
ま
す
ま
す
度
を
加
へ
、
そ
の
基
礎
も
確
固
た
る
も
の
ご
な
っ
た
。
、
ｆ
》

オ
。
へ
・
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
の
全
盛
は
、
三
つ
の
特
椛
劇
場
に
そ
れ
ぞ
れ
不
安
を
典
へ
た
の
で
あ
る
が
、
就
中
イ
タ
リ
ア
劇
場
の
蒙
つ
た
損
害

電
会

は
大
き
か
っ
た
９
．
も
Ｅ
も
ど
オ
ペ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
の
建
前
ざ
す
る
脊
樂
、
舞
伽
い
，
９
群
劇
な
る
も
の
は
、
イ
タ
リ
ア
劇
場
の
特
色
Ｅ
す
る

さ
こ
つ
弓
で
あ
っ
て
、
か
れ
ら
が
イ
タ
リ
ア
に
蹄
図
し
て
ゐ
た
あ
ひ
だ
に
、
洲
は
ぱ
お
株
を
こ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
形
で
あ
っ
た
。
先
に
も
述
・

べ
た
や
う
に
一
七
六
○
年
頃
、
イ
タ
リ
ア
劇
場
が
ひ
ど
い
不
振
に
陥
っ
た
の
も
、
一
つ
に
は
オ
。
ヘ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
ど
の
競
稲
に
破
れ
た
た

／

め
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
‐

一
堂
ハ
○
年
以
来
、
イ
タ
リ
ア
劇
場
の
經
醤
監
将
を
式
部
職
蛍
族
た
ち
か
ら
委
ね
ら
れ
た
宮
廷
宴
遊
斐
奉
行
（
月
月
且
画
鼻
骨
”
目
ｇ
匡
”

〆
０

Ｊ

〃

且
畠
冨
）
の
ラ
・
フ
ェ
ル
テ
（
層
浮
景
）
は
、
四
十
餌
リ
ヴ
ル
に
近
い
負
依
を
負
っ
た
こ
の
劇
場
の
窮
境
を
も
如
何
に
打
開
す
る
か
に

ｌ

ｌ

！

Ｉ

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
ｄ
■
１
日
Ⅵ
１
１
１
唖
■
Ⅱ
１
１
１
１
口
１
１
０
，
砧
０
Ｊ
１
１
Ｊ
■
Ⅲ
６
１
■
■
■
■
■
且
■
■
■
■
■
■
■
■
、
■
■
■
■
日
■
Ｉ
Ｉ
４
Ｉ
Ｊ
１
ｌ

～

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

ｌ

ｌ

ｌ

ｌ

Ｉ

Ｉ

〃

〆

I

L

’



ノ

ロ
一
グ

ー
一
己

腐
心
し
た
の
で
あ
る
が
ｂ
最
後
の
切
札
ピ
ル
て
打
っ
た
手
が
、
オ
ペ
ラ
Ⅱ
‐
コ
ー
ミ
ッ
ク
の
併
合
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
ラ
・
フ
ェ
ル
テ
の
奔
走

？
〃
〃
Ⅱ

、

に
よ
っ
て
、
／
一
時
絶
望
覗
さ
れ
て
ゐ
た
こ
の
併
合
は
一
七
六
二
年
二
月
に
成
就
し
た
。
イ
タ
リ
ア
劇
場
は
五
禽
四
千
リ
ヴ
ル
の
賠
侭
金
を

画
、

、
‐
オ
ペ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
、
ク
に
支
挑
ひ
、
か
つ
同
劇
場
が
オ
ペ
ラ
劇
場
ご
契
約
し
て
ゐ
た
椛
利
金
の
納
付
も
引
き
う
け
た
．
同
時
に
オ
ペ
ラ
Ⅱ
．

ゲ

ミ
ッ
ク
の
主
だ
っ
た
俳
優
連
は
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
迎
へ
ら
恥
た
。

』
タ

グ
、
〃

イ
タ
リ
ア
劇
場
は
こ
の
賢
明
な
策
に
よ
っ
て
、
妓
も
恐
る
べ
き
競
争
者
オ
。
ヘ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
を
解
消
さ
せ
、
同
時
に
一
座
の
陣
容
を
弧

翁
Ｐ

化
す
る
こ
さ
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
．
ご
は
い
へ
こ
れ
は
主
と
し
て
名
義
の
上
の
、
柵
面
の
上
の
成
功
に
す
ぎ
な
か
っ
た
．
ざ
い
ふ
の
は
、

‐
ク
ヶ

後
に
述
べ
る
や
う
に
、
劇
幽
の
蛮
繼
さ
し
て
は
、
併
合
さ
れ
、
吸
收
さ
れ
た
の
は
イ
タ
リ
ア
劇
幽
の
は
》
Ｄ
で
あ
っ
て
、
オ
。
ヘ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ

ク
は
こ
の
機
會
に
よ
っ
て
、
堂
黙
ざ
國
立
劇
場
の
舞
牽
を
乗
取
っ
た
絲
果
に
な
っ
た
の
で
あ
る
．

｜
‐
Ｉ
．
》
一

“
・
・
・
一
七
六
二
年
二
月
三
日
、
新
装
の
プ
ル
、
コ
ー
ミ
宮
劇
場
で
併
合
後
の
初
淡
が
華
共
し
く
行
は
れ
た
。

０

’
〃

ノ

『
靴
世
し
ブ
レ
ー
ズ
』
（
国
鳥
の
］
の
“
画
く
の
蔚
同
）
Ｉ
ス
デ
ー
ヌ
作
、
フ
ィ
リ
ド
ー
ル
作
曲
。

／
・

一
■

『
千
応
の
一
失
』
６
回
国
”
”
．
§
”
且
目
鼠
”
号
８
具
）
ｌ
ス
デ
、
‐
ヌ
作
、
モ
ン
シ
ニ
ー
作
曲
．

／
〃

の
二
筋
が
初
斌
の
淡
物
で
あ
っ
た
．
興
行
成
紘
は
極
上
で
あ
っ
た
．
こ
の
好
況
は
翌
年
ま
で
綾
い
た
．
一
つ
に
は
一
七
六
三
年
、
ォ
・
ヘ
ラ

劇
場
が
炎
上
し
た
た
め
、
同
座
の
槻
容
が
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
殺
倒
し
た
た
め
で
も
あ
っ
た
。

し
か
し
一
七
六
四
年
以
後
は
成
絃
は
ま
た
し
て
も
下
り
坂
ど
な
っ
た
．
一
七
六
八
年
に
は
不
況
が
深
刻
に
な
っ
た
．
一
座
の
俳
優
た
ち

ノ

〃
は
こ
の
不
成
紘
の
原
因
を
、
フ
ラ
ン
ス
垂
翌
卸
劇
の
不
振
に
蹄
し
、
そ
の
朧
止
を
請
願
し
た
奄
査
際
、
同
座
の
フ
ラ
ン
ス
語
喜
劇
は
既
に
久

し
い
前
か
ら
淡
剛
が
粗
略
で
、
從
っ
て
槻
衆
の
人
氣
も
乏
し
か
っ
た
９
そ
こ
で
一
七
六
九
年
の
復
活
祭
を
期
さ
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
語
喜
劇

フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
削
側
の
業
紙
一
五
・
（
四
○
九
己
も

、
・

１

“

■

１

１

１

１

１

‐

Ｉ

１

Ｉ

１

１

Ｉ

ｌ

ｊ

．

‐

‐

ｌ

Ｉ

Ｉ

，

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ｊ

叩

‐

ｒ

ｌ

ｌ

Ｉ

‘

ｌ

１

１

炉

■

ロ
Ⅱ
Ｈ
Ｉ
１
Ｐ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ

‐
’
’
０
■
■
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
ｊ
Ｉ
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
！
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
４
■
Ⅱ
Ⅱ
５
１
画
Ⅱ
日
日
ｆ
１
Ｉ
ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
‐
’
１
１
１
０
‐
“
１
１
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
１
１
０
１
１
Ｊ
’
二
■
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
■
評
日
日
‐
０
１
日
Ⅱ
Ｉ
ｌ
Ｌ
Ｉ
ｌ
●
１
１
１
１
１

ｈ
〆
’

、
’、

【

L ，
h

餌



’
■

〃

ａ

I ’
６
１
１

I

塁

イ

T

1

、

0

』
心

１

℃Ｉ
ｆ

ｌ
ｉ

．
丈
串
研
究
錐
三
十
四
岬
二
へ
〔
四
○
九
二
）

に
出
波
し
て
ゐ
た
俳
優
た
ち
に
勇
退
の
命
令
が
下
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
．

フ
ラ
ン
ス
害
削
の
衰
運
に
反
し
、
イ
タ
リ
ア
喜
劇
は
一
七
六
二
年
か
ら
一
七
六
四
年
に
か
け
て
、
イ
タ
リ
ア
作
家
ゴ
ル
ド
ー
員
Ｑ
ｏ
丘
。
凰
）

の
新
作
品
の
お
か
げ
で
、
人
氣
を
直
り
か
へ
し
て
ゐ
た
ｅ
ゴ
ル
ド
ー
ニ
の
後
に
は
、
俳
優
コ
ル
ラ
ル
ト
Ｓ
貝
。
旨
の
昌
画
氏
巨
。
』
島
鈴
。
。
辰
冒
）

が
、
澗
刺
的
な
作
冊
を
書
い
て
イ
タ
リ
ア
審
劇
の
命
脈
を
保
つ
こ
芯
に
貢
献
し
た
。

オ
。
ヘ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
の
は
う
に
つ
い
て
は
、
そ
の
盛
運
は
時
ご
さ
も
に
高
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
，
作
家
Ｅ
し
て
は
シ
ロ
の
①
呂
目
Ｊ

ｊ

園
く
画
景
目
月
日
○
日
の
］
、
、
。
§
旨
興
国
ｏ
昌
口
の
合
等
の
人
糞
が
主
宏
）
し
て
脚
本
を
提
供
し
、
ロ
巨
目
ゞ
弓
ロ
】
臣
○
吋
・
旨
○
画
鯛
』
ぬ
畠
〉
ｏ
島
ｑ
等
の

作
曲
家
た
ち
が
、
作
曲
を
推
當
し
た
の
で
あ
っ
た
。

ポ
ー
マ
ル
シ
ェ
が
自
作
の
オ
ペ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
『
セ
ヴ
ィ
ル
の
理
髪
師
』
を
イ
タ
リ
ア
劇
場
に
提
供
し
て
拒
絶
さ
れ
た
の
は
、
一
七
七
二

年
の
こ
Ｅ
で
あ
っ
た
．
そ
の
結
果
ボ
ー
マ
ル
シ
ェ
は
こ
の
作
齢
を
喜
劇
に
改
め
た
の
で
あ
っ
た
．

／

も
一
一

Ｊ

ブ
ラ
ン
ス
喜
劇
が
イ
タ
リ
ア
劇
場
か
ら
削
除
さ
れ
て
以
来
、
約
十
年
の
あ
ひ
だ
、
同
座
は
オ
ペ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
ざ
イ
タ
リ
ア
害
刷
さ
を

交
交
減
じ
綾
け
た
の
で
あ
っ
た
。
ざ
こ
ろ
が
一
七
七
九
年
に
い
た
っ
て
、
コ
メ
デ
ィ
Ⅱ
フ
ラ
ン
セ
ー
ズ
の
ほ
か
に
、
い
ま
一
つ
フ
ラ
ン
ス

喜
刺
専
門
の
劇
場
を
開
設
し
て
は
Ｅ
い
ふ
意
見
が
、
文
型
で
弧
く
唱
へ
ら
れ
た
Ｑ
こ
こ
に
於
て
イ
タ
リ
ア
劇
團
は
、
ま
た
し
て
も
新
し
い

競
争
相
手
が
現
れ
て
は
大
愛
だ
を
い
ふ
の
で
．
、
慌
て
て
フ
ラ
ン
ス
喜
劇
を
上
淡
目
録
に
加
へ
る
こ
這
這
な
つ
●
た
ｅ

こ
こ
に
運
命
の
皮
肉
さ
を
畠
ざ
ま
ざ
ご
見
せ
る
事
件
が
起
っ
た
。
ぞ
れ
は
観
衆
の
嗜
好
の
鍵
遷
の
慌
し
さ
、
頼
み
難
さ
を
如
蛮
に
示
す
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｒ
Ｉ
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Ｉ
町
１
１
ト
ー
’
’
１
ｒ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
ｌ
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
０
１
１
１
Ｌ
Ⅱ
９
－
１
１
１
１
１
１
‐
１
．
日
■
旧
“
■
８
画
１
口
‘
ｌ
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｈ
Ｉ
Ｉ
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－
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１

１

１
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Ｌ

》

Ｄ

ｒ

８

Ｊ
■
■

・
・
事
件
で
も
あ
っ
た
．
フ
ラ
ン
ス
喜
劇
の
復
活
を
み
た
一
七
七
九
年
の
翌
年
に
、
イ
タ
リ
ア
喜
劇
が
完
全
に
イ
タ
リ
ア
劇
場
か
ら
除
去
さ
れ

。
、
一

‐
た
の
で
あ
っ
た
．
十
年
前
に
一
時
人
莱
の
復
活
を
み
た
イ
タ
リ
ア
喜
劇
も
、
時
代
の
念
調
な
歩
み
に
つ
ひ
に
さ
り
唆
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
、

な
か
っ
た
。
名
優
カ
ル
ラ
ン
の
至
藝
さ
へ
も
や
時
代
遅
れ
の
感
を
免
れ
な
く
な
っ
た
。
一
七
八
○
年
の
復
活
祭
を
磯
さ
し
て
、
同
座
の
イ

タ
リ
ア
人
俳
優
は
全
部
菟
職
ど
な
り
、
二
世
紀
に
わ
た
っ
て
フ
ラ
ン
ス
の
首
都
巴
里
に
牢
同
た
る
地
盤
を
占
め
、
上
は
王
公
貴
人
か
ら
心
‐

。
Ｂ
、

、
‘

下
は
町
人
僕
郷
に
い
た
る
ま
で
、
老
幼
男
女
を
間
は
ず
、
フ
ラ
ン
ス
の
あ
ら
ゆ
る
・
祇
會
暦
の
人
濯
に
、
無
邪
氣
な
、
奇
抜
な
、
そ
し
て
蕊

一
》
一
術
味
の
蝦
か
な
喜
劇
を
見
せ
て
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
淡
削
の
與
へ
得
な
い
澗
得
の
感
興
を
典
へ
て
ぎ
た
イ
タ
リ
ア
喜
制
剛
は
事
変
上
こ
こ
に
・

賎
減
し
た
の
で
あ
る
．
私
ど
も
の
記
述
、
俄
然
こ
こ
で
止
ま
る
べ
き
で
あ
る
が
、
イ
タ
リ
ア
劇
場
の
そ
の
後
の
成
行
き
に
つ
い
て
、
棚
単

一
一
軸
一

／

に
記
し
て
お
く
こ
ご
は
じ
必
ず
し
も
蛇
足
で
は
な
か
ら
う
ど
恩
は
れ
る
。

｜
く
り
６

－
》
。

イ
タ
リ
ア
俳
優
を
兎
職
し
た
の
ち
の
劇
剛
は
、
歌
手
ざ
俳
優
ざ
を
兼
ね
る
フ
ラ
ン
ス
人
男
女
優
を
も
っ
て
、
新
た
な
一
座
が
細
織
さ
れ

「
■

１
１
一

一
〃
‐
た
．
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
、
一
七
八
○
年
の
勅
普
に
よ
れ
ば
、
同
劇
場
は
、
曲
締
ふ
か
い
イ
タ
リ
ア
劇
閏
の
名
稲
を
改
め
て
、
オ
。
へ
ラ
Ⅱ
．
‐
一

一
，
ｆ

コ
ミ
ッ
ク
芭
公
孵
せ
ら
れ
る
こ
ご
に
な
っ
て
ゐ
る
．
同
時
に
新
た
な
る
地
所
を
指
定
し
て
、
劇
場
を
新
築
す
‐
べ
き
こ
Ｅ
が
定
め
ら
れ
た
。
。

’
Ｉ
．＃

’
－
１
〆
．
、
，
．
‐
一

そ
の
地
所
さ
い
ふ
の
は
、
シ
暹
・
グ
ン
グ
ン
大
通
り
ｓ
ｏ
口
目
①
ぐ
胃
旦
号
』
“
ｏ
冨
扁
“
、
Ｃ
Ｑ
慶
具
旨
）
に
面
し
た
、
シ
コ
ワ
ズ
ー
ル
公
邸
の
庭
‐

剛
の
跡
で
あ
っ
た
．
一
七
八
三
年
四
月
二
十
八
日
、
一
座
は
プ
ル
ゴ
ー
ミ
宮
を
拾
て
て
新
築
の
劇
場
に
移
っ
た
。
新
劇
場
の
左
泊
を
通
・
・
’

－

１－
，
〃
．
，
ろ
街
路
の
一
つ
は
マ
リ
ヴ
ォ
ー
街
諺
一
つ
は
フ
ァ
ヴ
ァ
ー
ル
街
ご
命
名
さ
れ
た
。
ま
た
シ
ョ
セ
・
ダ
ン
タ
ン
大
通
り
は
、
以
後
イ
タ
リ
ア
人
・

大
通
り
（
智
巳
の
ぐ
画
艮
月
の
冒
扁
ロ
“
）
ご
改
名
さ
れ
た
．
イ
タ
リ
ア
人
ざ
は
イ
タ
リ
ア
人
俳
優
の
意
味
で
あ
る
こ
這
は
言
ふ
ま
で
も
な
い

ｉ
で
あ
ら
う
。フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
イ
タ
リ
ア
人
劇
凹
の
業
状
一
七
（
四
○
九
一
己

一
●

一
叩

鵬
ｉ
‐
‐
脈
伽
い
４
６
１
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、
■
日
』
■

Ⅷ
１
１
‐
八
‐
’
１
‐
．
．
、
、
、

／

文
畢
研
究
蛎
三
十
凹
韓
、
一
八
（
四
○
九
四
）

オ
ペ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
劇
場
が
今
叶
の
ご
ど
き
上
淡
諏
目
を
確
立
す
る
ま
で
に
は
、
そ
の
後
幾
多
の
試
煉
、
・
愛
遥
避
經
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
ｅ
し
蝕
し
そ
れ
に
言
及
す
》
・
こ
ど
は
唯
今
の
私
ざ
も
の
課
題
の
ほ
か
で
あ
る
。
オ
・
ヘ
ラ
Ⅱ
コ
ミ
ッ
ク
の
そ
の
後
の
生
涯
は
樂
削
史
の
〆

領
域
に
脇
す
る
か
ら
で
あ
る
。
↑
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